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それを検討するために、この章では調査事例 b を取り上げることにした。b は、イメー
ジ場面では「異次元」と感じられていた箱庭が、実際場面になると「異次元でもない」し、
「完全に現実」だと感じ、自分の「ファンタジーは否定される」と報告した。さらに、b
は自分の身体の存在を意識することによって生じた、イメージ場面と実際場面でのズレを
「全部自分に跳ね返ってくる」と、結果的に主体的に決定を引き受けることとして体験し
たことが明らかになった。つまり、b にとって自身の「実際の身体感覚」を知覚すること
は、主体的な意思決定をすることを意識させるものであると考えられた。 
 
さらに第Ⅳ章では、「自分がしているのではなく、勝手にアイテムが動く」と自律的にイ
メージの動きを感じた調査事例 cを取り上げて、その現象の背後に主観的にそうとは気づ
かれないまま、自律的にイメージを「表現しようとする主体」の存在を仮定することにし
た。そして、先行研究から「主体」は実体として把握されるものではなく、「動き」であり、
「エネルギー」であると考えられたことから、「機能」として捉えることの重要性を述べた。 
また、この章で取り上げた調査事例 cは bとは異なり、実際場面で感じたズレについて
「自分で動かすのが楽しかった」と、イメージ体験を主観的にも主体的なものとして再確
認したという報告が見られた。このことから、「実際の身体感覚」は「自律的なイメージ」
をある程度制御し、自分自身の体験だと実感させる役割を持っていることを指摘した。 
以上の検討を踏まえて、調査事例からは、(1)主体には、主体にとって十全な表現をしよ
うとする「主体機能」があるのではないかということ、(2)主体の機能とは、自律的なもの
が多く、意識としては受動的に感じることも多いこと、(3)イメージ体験において、ぴった
りとした感覚を得るためには、「身体感覚イメージ」が重要になってくることが推測された、
それを踏まえて、(4)「主体機能」とは外界に対して意味付与し、さらには主体が受ける刺
激を「自分」の体験であると「実感」させ、それを主体に感得させようという働きではな
いかと考察した。 
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第Ⅴ章では、これまでの章から得られた視点を心理臨床事例Ａの面接過程に沿って再検
討することにした。そのために、心理臨床事例Ａの面接経過を「Ａの主訴」を考えるとこ
ろから、2人で「身体感覚イメージ」を共有した上で、「身体感覚イメージ」を軸にしたや
り取りを行ったこと、そして「イメージ体験」を区切るものとして「言葉」が必要になり、
その「言葉」がクライエントとセラピストのコミュニケーションツールとして徐々に機能
していく過程に注目して振り返った。 
その結果、「遊ぶものが選べない」「箱庭が置けない」という現象は、身体症状が激しい
Ａの「身体感覚イメージ」の不確かさに由来するものではないかと考えられた。つまり、
身体感覚の感得しにくさは、主体の機能しにくさにつながり、何かを表現することの困難
さに繋がっている可能性があることを指摘した。そして、心理臨床面接においては、「身体
感覚イメージ」をセラピストとクライエントが共有するというプロセスが見られ、それを
前提にしてクライエントは主体を表現する媒体として「言葉」を機能させていくことが想
定された。 
これらから、調査事例とは異なり、心理臨床事例では主体の機能が見えにくく、表現に
至るまでの微細な段階を提示するものと考えられた。そして心理臨床面接においてクライ
エントの主体が機能するためには、身体感覚レベルでの実感をいかにセラピストと共有し
てくかが重要になると考えられた。そのプロセスを通じて、「言葉」がクライエントとセラ
ピストのコミュニケーションの道具として機能するのではないかと考察した。 
 
第Ⅵ章では、第Ⅴ章を踏まえ「主体機能の現れおよび賦活化は、心理臨床面接で生まれ
る人間関係の要因により促進できうるか」という仮説を検討するために、「したいことがわ
からない」という主訴をもって来談した心理臨床事例Ｂの面接過程を取り上げた。面接過
程初期はＡと同様にコミュニケーションが成立しにくかったが、面接過程の中で自分の「好
きなこと」をセラピストに語り共有することで、それが「自分の軸」と意味付けられ、ま
た「自身の身体（の不調）」についての意味付けが行われていった。また、徐々に激しさを
増す身体症状についても、それを「言葉」にすること自体が「身体感覚イメージ」を作り、
他でもない「自分」という実感を得るプロセスになることが想定された。 
この経過を考察した結果、面接においてセラピストに自分のことについて語ることは、
クライエントの世界を区切り、同時に区切られた自分を対象化する過程となり、「他人」を
代表するセラピストとも繋がる通路を作ることになったと推測された。それはＢにとって
は「自分の存在」に対して意味づけようとする動き、つまり「生きる意味」を問うという
形として現れたと考えられた。その「意味を問う」ことが原動力となって、セラピストと
の間でＢは「自分の感覚」を実感しようとし、他でもない「自分という固有の存在」を他
者との間で拓いていこうとする動きが、面接プロセスでは起きていたのではないかと考察
した。その結果、Ｂの面接過程からは「他者」の存在が明確に実感され、その「他者」か
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らの働きかけにより「自分」という存在を再確認するという、能動的かつ循環的な人間関
係を築こうとする、その萌芽が見られたと考えられた。 
取り上げた二つの心理臨床事例からは、(1)主体が機能しにくい状態とは、何かに意味づ
けたり、何かを選択することが困難であるという状態として現れるということ、(2)クライ
エントの身体症状が激しい場合、身体感覚が主体機能の基盤になり得ていない可能性があ
ることが推測された。それを踏まえて、(3)心理臨床面接では「身体感覚イメージ」をセラ
ピストと共有していくプロセスが必要となり、(4)他者であるセラピストとの関係を通して、
クライエントは自分が他者とは異なり、独自の「身体」を持つ「自分」という実感を得る
ことが重要であると考えられた。 
以上のことから、心理臨床面接における主体機能の顕現とは、クライエントが「ほかで
もない自分」を形作り、それを実感していくのと同時に、「自分以外の他人」を実感し、そ
れとつながろうとする、その瞬間ではないかと考えられた。これを踏まえると、心理臨床
面接とはクライエントが「自分が自分である」と実感するために、主体機能を賦活させる
プロセスであり、その中でセラピストがクライエントにとって「感覚を共有できる」他者
の役割を果たすことが重要であると考えられた。よって、心理臨床面接においては主体機
能を賦活化していくプロセスが必要となり、最終的には主体機能をクライエントが内在化
していくことが重要になると考えられた。 
 
終章では、序章で取り上げた疑問点を再考察し、「主体機能」に関する心理臨床学的意味
について、次のようにまとめた。心理臨床面接においてクライエントが自分のイメージを
表現することは、「他者と繋がると同時に、他者とは違う自分を実感する」という意味をも
つ体験であること、すなわちそれは「他者との間で自分を拓こう」とする主体機能の現れ
であると考えられた。つまり、イメージを表現する前の段階に目を向け、クライエントの
主体を機能させていくことが、心理臨床面接の核になるのではないかと結論づけた。 
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